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１．�米国ファイナンス学会（AFA）年
次総会の模様

　毎年初、１月の最初の週末はAFA（American 

Finance Association、米国ファイナンス学会）

の年次総会と研究報告会が開催される（写真１）。

筆者は2017年（シカゴで開催）から本年（サン

フランシスコで開催）まで続けて参加しており（う

ち2021年および2022年はコロナ禍に伴いオンラ

イン開催）、その内容や最近の動向について報告

する。

　１月最初の週末には、AFAに限らず、ASSA

（Allied Social Science Associations：社会科学

学会連合）に加盟する各学会・団体が同じ都市で

年次総会を開催している（写真２）。この中には

ASSAを 主 宰 す るAEA（American Economic 

Association：米国経済学会）が含まれているほか、

不動産や保険、銀行、金融、経済史、税、計量経

済、医療経済、産業組織、制度組織、行動経済、

家計、地域経済など、様々な分野を研究対象とす

る学会が参加している。2025年のASSAでは、

99の学会が何らかのイベントを開催していた。

　参加者数は約13,000人（2025年）とのことで

ある。これだけの参加者が宿泊を伴って全米や世

界から集まってくるため、開催都市への飛行機や、

期間中のホテルは予約することが難しくなるケー

スもある。また１月はじめの開催ということで、

米国北東部（NYやボストン、シカゴなど）で開

催される場合は天候リスクも大きい。2018年は

フィラデルフィアで開催されたが、開催前日は東
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Finance Journal 16（4）、2008年、共著）などがある。




